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 皆様こんにちは，華岡青洲記念病院の山口です．実は，この原稿を

書いているのは第 33 回日本心血管インターベンション治療学会が

開催されている大阪で，あの万博が開催されている真最中．会場にも

ミャクミャクが登場し，大阪を盛り上げていました． 

 さて，今回の報告は本年 5月 17日に開催しました「第 4回日本心

臓 CT 技術研究会」です．この研究会は私が代表を務めておりまし

て，2022年に発足し第 1 回を 2023年の 2 月に WEB で開催しまし

た．その後，同年 7月の第 2回からは東京で開催を続けております．

通称は JACTEC（ジャクテック）です．是非覚えて頂けますと嬉し

いです． 

  今年の JACTECのプログラムは，この原稿の一番下に掲載してい

ます．まずは，教育講演という事で今回は最適心位相と画像処理を取

り上げました．例年通り年末頃に web でも配信予定ですので，是非

ご覧頂きたいと思います．JACTEC ではミドルクラスの CT で心臓

を撮影する事を基本とした教育講演にしていますので，皆様のお役

に立てるものと思います．また，研究発表では 2 名の演者にご登録

頂きました．今後のJACTECは学会化も視野に入れておりますので，

この研究発表の枠をとても大切に考えております．そして、今回は，

おそらく国内では初となる motion correction(MC)をテーマにした

セッションを企画しました．心臓 CT にとって新たなステップとな

る MC を理解しておく事は重要だと考え，各メーカーから詳しく解

説頂きました．キヤノンの MC である CLEAR Motion 

Cardiac(CMC)に関しては，今年 3 月 15 日に開催された Advanced 

Imaging Seminarにて，私の講演の中で報告させて頂きました．そ

の効果は高く，我々の施設では CMC が無い時代には戻れないとい

う状況です．広く普及する事を願っております．JACTEC では CT

の話だけではなく，「ここまでは知っておきたい各疾患」「他モダリテ



ィによる循環器検査」といった心臓 CT検査の幅を広げるために様々

な知識を得るためのプログラムも行なっております．特に血管内イ

メージングに関しては，我々診療放射線技師が携わることが少ない

ため，知識が不十分だと感じております．今後，改めて CTでもプラ

ークを再評価していく為にも必要な部分だと思い企画しました． 

 終盤の技術講演では，フォトンカウンティング CT を取り上げま

した．キヤノンでも開発が進行中ですが，循環器領域への可能性など

を解説頂きました．そして特別講演は，順天堂の富澤先生から「循環

器 CTを使いこなす：放射線科医の視点」という内容でご講演頂きま

した．富澤先生は，我々が考えているような撮影技術や造影技術にも

精通している先生で，現場一体となってより良い検査を目指してい

るという事が伝わるご講演でした．ですが，実はこれが最後のプログ

ラムでは御座いません．JACTEC恒例の Floor Meetingも開催し，

日頃の皆様の疑問などについて世話人がお答えする時間を設けまし

た．その場から出てくる質問にリアルタイムに返答するライブ感は，

webでは感じられないオンサイトならではの良さだと思います． 

 このように，心臓 CTについて隅々まで学べる研究会ですので，是

非，皆様もご参加下さい．また，会の後には全国の繋がりを作る情報

交換会も実施しています．来年も東京で開催しますので，皆様のご参

加をお待ちしております． 



 

 


